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　神経診療は難しく，苦手意識のある医師
は多い．
　なぜ難しく苦手と感じるのか．1つに，神
経領域の幅広さがあると思う．解剖学的に
も，脳，脊髄，末梢神経，神経筋接合部，
筋などと多彩であり，病態的にも血管障害，
感染症，自己免疫，変性など幅が広く，そ
の組み合わせで膨大な疾患が存在する．誰
しもその疾患数や領域の広さに圧倒され，
特に神経内科を専門領域とする者以外に
とってこれをすべて勉強しきることは無理
だ，専門科に任せようという気持ちになる
のもわからなくはない．
　ただ一方で，救急外来や一般内科外来に，
脳卒中や意識障害，痺れの患者は受診する
ものであり，すべてを神経専門家にコンサ
ルトすることは現実的でなく，非専門医も
そうした患者のマネジメントを適切に行え
ねばならない．
　著者の杉田陽一郎医師は，2022年より神
経内科の一人医長として東京ベイ・浦安市
川医療センターに着任された．エビデンス
に基づいた豊富な知識をもとに内科専攻医
や研修医に対して熱心に神経診療を教育し
てくれ，病院全体の神経診療のスキルアッ
プに多大な貢献をされ，今ではなくてはな
らない存在となっている．本書にはまさに，
彼が日々実践，教育されている神経内科診
療のエッセンスがまとめられている．第1章
の「神経診療の基本」では病歴と診察から病
巣と機序を掴む，という最も重要な基本技
術についてていねいに解説されている．非
専門医であっても，できる限りその基本技
術を習得してほしい，自身で診断仮説を
もったうえで専門医にコンサルトしてほし
い，という強い想いが伝わる内容であると
思う．
　第2章では，運動，感覚の障害について病

巣ごとの特徴がまとめられている．特筆す
べきは，オリジナルのイラストやたとえな
どを豊富に用いて，わかりやすく解説され
ている点である．神経内科は総論である神
経解剖や診察方法を習得しないと鑑別に進
めないが，ここの部分でつまずかないよう
（習得を諦めてしまわないよう），大変に工
夫されている．
　第 3章では，意識障害，けいれん，脳梗
塞，頭痛，髄膜炎など神経領域で多く遭遇
する病態，疾患について標準的な診療手順
について解説している．同じく，豊富なイ
ラスト，表でわかりやすく記述されている
一方で，いずれも多数の国際的なレビュー
論文やガイドラインを参照されており，1つ
ひとつの章が非常に優れたレビューとなっ
ていて，指導医レベルが読んだとしても勉
強になる内容である．
　また，合間に臨床に役立つクリニカル
パールが随所に散りばめられている点も秀
逸である（例：先行感染＋蛋白細胞解離＝
Guillain-Barré症候群，などキーワードから
診断しようとすると誤診する，神経救急で
は脳を見たら心臓を見るなど）．
　本書はまさに神経診療のエッセンスを臨
床現場の Generalistへ届ける，最適な本だ
と感じている．初期研修医や内科専攻医が
「神経診療」を学ぶための最初の一冊として，
強くお勧めしたい．豊富な内容ながら読み
やすく工夫されており，ぜひ通読したうえ
で，さらに当該の疾患や病態を経験したと
きにもう一度そこを読み直す，というよう
に深く愛用していただくのが良いのではな
いかと思う．評者自身は卒後 16年目の総合
内科医師ではあるが，通読用の書籍版と病
棟普段使い用の電子書籍版双方を活用して
おり，すでにベッドサイド教育の心強い相
棒となっている．
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